
　秋田水生生物保全協会、県立新屋高等学校理科研究
部の協力により、市民ボランティアを募集し、子ども17名、
大人9名の計26名で調査しました。今回は、東北の日本海
側の動物園と水族館が協力して活動する3園館連携の一
環で、男鹿水族館GAOと鶴岡市加茂水族館の担当者も

　秋晴れの中開催し、人気のどうぶつパレードではラマや
ペンギンが歩く様子を写真で撮るたくさんのお客様でにぎ
わいました。動物舎裏側見学では参加者は普段入れない
クマ、キリン、ゾウ、チンパンジーの展示場に入り、動物の目
線で展示場を見て回ったり動物のために作られた遊具で
遊んだりして楽しんでもらいました。
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● 希少種ゼニタナゴ

● クマ展示場の中を体験

参加し、ゼニタナゴは定置網で7尾採捕できました。参加
者からは「自分で網を使って魚を捕ったことが楽しかった」
という感想が多く、希少種ゼニタナゴの存在を実際に目で
見て触って体験してもらうことで塩曳潟の大切さを実感し
てもらうことができました。

どうぶつパレード

いい夫婦の日イベント

　11月22日のいい夫婦の日にちなみ、23日と24日にイベ
ントを開催しました。ペアの動物たちのエピソードを交えた
どうぶつ解説やカップル限定の無料エサやり体験などを

　お客様と動物たちへの感謝を込めて「さよなら感謝祭」
を開催しました。セレモニーでは、高木名誉園長や動物園
に協力いただいている皆様が出席し、亡くなったラクダの
「楽楽」やトナカイの「コマチ」などに慰霊の献花を行い、
浜田小学校による慰霊の作文が朗読されました。園内で
は、来年の干支にちなんでカピバラとの記念撮影会やクリ
スマスリース作りなどが開催され、開園最終日も大勢の来
園者でにぎわいました。

　自然科学学習館との共催で「どうぶつサイエンス～ネズ
ミのなかまのひみつをさぐろう～」を開催し、子ども13名、
保護者7名の計20名が参加しました。午前中は自然科学
学習館でげっ歯類について学習し、午後からは動物園で
動物を解説つきで観察しながら学習しました。参加者から
は、大きさや形が多種多様なネズミのなかまのことを詳しく
知ることができたと好評でした。

●クリスマスリース作り

●カピバラと記念撮影

●ヤマアラシの針の鋭さを解説
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楽しんでもらいました。動物との記念撮影会では、普段口
に出して言えない感謝の言葉等をメッセージボードに書
いてふたりの絆を確かめてもらいました。

●祝

●祝

11


